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学校経営基本方針『こころ豊かに』～共に語り合い、共に学び合い、共に成長する学校～

【平成２６年度岩江中学校卒業証書授与式！ ～決意のまなざしを前にして～】
３月１３日〈金〉は、平成２６年度岩江中学校卒業証書授与式が厳粛な雰囲気の中で行われ、

卒業生４６名の一人ひとりに卒業証書を手渡しました。式台に向かう子どもたちの視線はどこま

でもどこまでも透きとおっていて、見返す私の視線の中に刺さってくるような感覚をもちました。

旅立つことへの不安や悲しみ、これからの未来への決意とでもいうものを強く感じました。若者

のその決意に満ちたまなざしに心から感動いたしました。

『自立』の教育目標のもと、「真理」を追い求め、「博愛』の心を培い、心身の「健康」に留

意し、「貢献」することの喜びを見いだしてきた４６名の卒業生。先輩から岩江中学校を受け継

ぎ、さらに、すばらしい学校にしてくれた３年生に、“幸多かれ”と心より祈りました。

同時に、これまで、学校運営にご理解・ご協力をたまわりました保護者のみなさまに心より感

謝申し上げます。今の岩江中学校の現状を維持すると共に、さらに質の高い教育をめざして努力

してまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。



【古くて新しい日本文化『箏』の授業がありました！】
３月１９日（木）、校外から講師の吉田淳子先生をお招きして、和の音楽『箏』の授業が行わ

れました。

始めに、和楽器『箏』の歴史や名称等、操作法等についてご説明いただいた後、『お稽古』と

して実際に箏を使った学習へと進みました。正座や両手をついたあいさつ、礼儀作法などについ

て指導があり、最終目標としては、実際に『さくらさくら』を演奏できるようにという具体的な

目標をもって授業が進められました。

途中、吉田先生の説明に一つ一つうなずきながら聞く生徒、名曲『六段』の演奏のすばらしさ

や音の出方に、「びっくりしました。」という感想をもつ生徒などがいて、本物の和の音楽に興

味・関心満々で取り組んでいました。

先生に後ほどおうかがいしたところ、『箏』の授業は、日本の音楽の学習にとどまらず、日本

文化の学習まで視野を広げた学習であり、自国の文化を理解して初めて、本当の国際人としての

活躍があるという内容のお話をなさっていました。

【１年間、お世話になりました。 ～水槽の金魚も大きくなりました！～】
昨年４月よりスタートした平

成２６年度。保護者や地域のみ

なさまのご理解・ご協力をいた

だきつつ、子どもたちの学力向

上、健全育成、進路実現等に全

力で取り組んでまいりました。

３月１３日〈金〉には、卒業生

４６名を無事送りだし、その後、

１６日（月）の合格発表で、全

員の進路先が確定、２３日〈月〉には、在校生の修了式が行われます。今日のトイレのスリッパ

はご覧のとおりです。このところ、このような状況の日が続いています。公共の場の使い方に関

心が向いてきて、トイレのスリッパを整えなければならないという雰囲気ができつつあるのでは

ないかとうれしく思います。ふっと、目を転ずれば、知らない間に、生徒昇降口の金魚（鯉かも？）

もとても大きく成長していました。

本当に１年間お世話になりました。平成２７年度も、かわらぬご支援・ご協力をどうぞよろし

くお願いいたします。

下の写真は、本号第１号でお知らせした、満開の岩江の桜です。寒い冬を耐えて生きてきた

桜の木の喜びが、一枚一枚の花びらになって咲き誇っています。こんな美しい桜があちこちに咲

き乱れる岩江という地区のすばらしさに心を動かされた日のことを思い出しました。

時には喜び、時には涙し、１年間、懸命に奮闘した子どもたち。さまざまな経験を積み重ね

た平成２６年度。そのがんばりが、

やがて、子どもたちの“未来”で美

しく花開くよう心より祈念して、平

成２６年度の学校だよりの筆を置か

せていただきます。長い間ご覧いた

だき、ありがとうございました。次

年度もよろしくお願いいたします。


